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主のご復活並びに
聖霊降臨おめでとうございます

待
ち
に
待
っ
た
教
区
新
司
祭

七
年
ぶ
り
に
誕
生
！

森
田
健
児
司

祭
（
東
室
蘭
教

会
出
身
）
、
加

藤
鐵
男
助
祭

（
釧
路
教
会
出

身
）
の
叙
階
式

が
、
三
月
二
一

日
（
春
分
の
日
）

に
北
一
条
教
会

（
司
教
座
聖
堂
）
に
て
地
主
敏
夫
司

教
の
司
式
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

平
田
豊
彦
東
京
神
学
院
長
を
始
め
と

す
る
約
六
〇
名
の
司
祭
団
と
、
聖
堂

溢
れ
る
五
〇
〇
名
を
超
え
る
修
道
者
・

信
徒
が
参
会
し
、
新
司
祭
と
新
助
祭

の
誕
生
を
共
に
祝
っ
た
。

地
主
司
教
は
説
教
の
中
で
、
二
人

に
対
し
、
福
音
を
述
べ
伝
え
、
神
の

民
を
聖
化
し
、
司
牧
し
、
と
く
に
主

の
奉
献
に
よ
る
神
へ
の
礼
拝
を
司
式

す
る
た
め
に
、
司
祭
と
助
祭
に
聖
別

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
す
べ
て

の
務
め
を
神
の
助
け
に
よ
っ
て
果
た

し
、
仕
え
ら
れ
る
た
め
で
は
な
く
、

仕
え
る
た
め
に
来
ら
れ
た
良
い
牧
者

キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
、
ま
こ
と
の
弟

子
と
し
て
生
活
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
語
ら
れ
た
。

説
教
の
後
、
助
祭
に
叙
階
さ
れ
る

者
の
約
束
と
、
司
祭
に
叙
階
さ
れ
る

者
の
約
束
を
交
わ
し
、
連
願
に
よ
る

諸
聖
人
の
取
次
ぎ
を
願

い
、
按
手
と
叙
階
の
祈

り
を
行
い
、
加
藤
神
学

生
に
は
福
音
書
が
授
与

さ
れ
新
助
祭
が
、
森
田

助
祭
に
は
塗
油
と
パ
ン

と
ぶ
ど
う
酒
が
授
与
さ

れ
て
新
司
祭
が
誕
生
し

た
。御
礼
の
挨
拶
の
中
で
、

森
田
新
司
祭
は
、
今
ま

で
は
幼
い
頃
か
ら
の
夢

だ
っ
た
司
祭
に
な
る
こ

と
の
喜
び
を
か
み
締
め

て
い
た
が
、
今
は
こ
れ

か
ら
の
司
祭
叙
階
の
恵

み
の
重
責
を
感
じ
始
め

て
き
て
い
る
旨
を
述
べ

ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
物

心
両
面
に
亘
る
援
助
に
感
謝
す
る
と

同
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
司
祭
職
を
全

う
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
皆
さ

ん
の
お
祈
り
を
お
願
い
し
た
。

そ
し
て
、
加
藤
新
助
祭
は
、
奥
様

の
死
が
き
っ
か
け
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の

洗
礼
を
受
け
、
還
暦
を
迎
え
る
年
に

助
祭
と
な
り
、
同
世
代
の
団
塊
の
世

代
の
人
々
が
第
一
線
を
リ
タ
イ
ア
す

る
時
に
、
神
様
の
召
命
を
得
て
司
祭

職
を
担
え
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
と

感
謝
を
述
べ
ら
れ
た
。

叙
階
式
終
了
後
、
会
場
を
幼
稚
園

ホ
ー
ル
に
移
し
て
、
二
五
〇
名
以
上

の
方
々
が
参
加
し
、
楽
し
く
賑
や
か

な
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。

森
田
健
児
新
司
祭
は
四
月
一
日
か

ら
札
幌
市
内
の
月
寒
教
会
助
任
司
祭

と
な
り
、
上
杉
神
父
様
の
指
導
の
も

と
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

＝森田新司祭と加藤新助祭の
連願にこめる思いは神様の恵み＝

2007年４月教区司祭人事 ２面

日韓司教交流会札幌開催とカリタス

２面

ジャパン全国大会11月札幌で２面

教区教勢調査報告 ２面

フィリピン信徒宣教者 ３面

教区青少年活動報告 ３･４面

カリタス家庭支援センターの一年

５面

雪の聖母園就労支援センター

オプス開設「まるまる納豆」５面

フィリピン「フランシスコ・

デフ・センター」 ５面

教区・各地区の行事 ６面

トゥァン枢機卿の祈り ７面

ペトロ神父「祈りの園」 ７面

訃報 ８面

教会紹介「山鼻教会」 ８面
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‥‥‥

四
月
一
日
付
け
で
北
十
一
条
教
会
の

助
任
司
祭
と
し
て
着
任
。

〈
上
原
神
父
か
ら
の
挨
拶
〉

北
海
道
へ
は
初
め
て
の
来
道
で
、
今

年
の
聖
週
間
前
に
、
東
京
・
六
本
木

の
修
道
院
か
ら
、
北
十
一
条
教
会
助

任
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
に
派
遣
さ
れ
る
前
は
修
道
院
付

司
祭
で
、
小
教
区
を
担
当
す
る
の
は

今
回
が
初
め
て
で
す
。
任
務
に
不
慣

れ
な
上
、
司
祭
と
し
て
の
経
験
も
わ

ず
か
二
年
し
か
な
く
、
何
事
に
つ
け
、

い
た
ら
な
い
所
ば
か
り
が
見
受
け
ら

れ
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。
微
力
な
が

ら
も
、
い
た
だ
い
た
奉
仕
職
を
ふ
さ

わ
し
く
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
望
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
皆
様
方

の
忌
憚
の
な
い
ご
指
導
、
ご
助
言
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
略
歴
】

一
九
六
一
年
十
月
三
日
神
戸
市
に
生

ま
れ
る

一
九
九
二
年
四
月
一
二
日
北
須
磨
教

会
に
て
洗
礼

一
九
九
七
年
四
月
一
日
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
修
道
会
へ
入
会

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
四
日
荘
厳
誓
願

二
〇
〇
五
年
三
月
五
日
聖
ア
ン
ト
ニ

オ
神
学
院
で
司
祭
叙
階

二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
札
幌
・
北
十

一
条
教
会
助
任
司
祭

油
を
塗
布
さ
れ
る
森
田
新
司
祭

聖
書
を
授
か
る
加
藤
新
助
祭

◇
来
道
司
祭
紹
介
◇

上
原

博
之（
う
え
は
ら

ひ
ろ
ゆ
き
）

神
父

[

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会]
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□
司
祭
人
事
異
動
□

２
０
０
７
年
４
月
１
日
付
け

●

札
幌
地
区

・
新
田
教
会
主
任
代
行
兼
務

場
﨑
洋
師
（
江
別
教
会
主
任
）

・
月
寒
教
会
助
任

森
田
健
児
師
（
新
司
祭
）

・
北
十
一
条
教
会
助
任

上
原
博
之
師
（
六
本
木
修
道
院
）

●

苫
小
牧
地
区

・
伊
達
教
会
主
任
兼
務

小
林
薫
師
（
室
蘭
教
会
主
任
）

「
付
記
」

１
、
前
・
伊
達
教
会
主
任
司
祭
の
メ

ナ
ー
ド
師
（
メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
）

は
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
。

２
、
ペ
ラ
ー
ル
師
（
パ
リ
外
国
宣
教

会
）
は
、
四
月
一
日
付
け
で
東
京

Ｊ
Ｏ
Ｃ
に
異
動
。

３
、
四
月
よ
り
札
幌
働
く
人
の
家
担

当
司
祭
は
谷
内
武
雄
師
。

◇
聖
マ
リ
ア
在
俗
会
と
改
称

２
０
０
６
年
12
月
25
日
か
ら
聖

母
カ
テ
キ
ス
タ
会
が
、
会
の
実
情

に
合
わ
せ
た
女
子
信
徒
の
「
在
俗

会
」
と
い
う
会
の
特
徴
を
生
か
し

た
名
称
に
改
名
。

マ
リ
ア
様
自
身
が
い
ろ
ん
な
場

面
で
、
女
性
と
し
て
母
と
し
て
、

世
に
あ
っ
て
世
俗
に
生
き
生
涯
を

送
ら
れ
た
よ
う
に
、
聖
マ
リ
ア
在

俗
会
員
も
マ
リ
ア
様
に
倣
う
者
と

し
て
生
き
る
た
め
に
命
名
さ
れ
ま

し
た
。
新
し
い
名
称
を
覚
え
て
い

た
だ
き
、
新
し
い
会
員
を
送
っ
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
お
祈
り
下
さ
い
。

「
第
13
回
日
韓
司
教
交
流
会
」

11
月
札
幌
市
で
開
催
�

「
カ
リ
タ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
全
国

大
会
」も
11
月
札
幌
市
で
開
催

青
少
年
を
対
象
に
し
た

講
演
会
を
計
画

２
０
０
７
年
11
月
６
日
�
と
７
日

�
に
カ
リ
タ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
の
全
国

担
当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
日
本

国
内
の
教
区
担
当
者
が
約
20
名
参
加

予
定
。
会
議
に
先
立
ち
、
４
日
�
若
し
く

は
５
日
�
に
、
担
当
司
教
の
宮
原
司

教
、
菊
地
司
教
、
若
し
く
は
、
他
の

講
師
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
る
予

定
。講
演
会
は
、
青
少
年
と
の
や
り
と

り
を
メ
イ
ン
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
計
画
中
で
す
。

２
０
０
７
年
11
月
13
日
�
か
ら
15

日
�
の
３
日
間
、
札
幌
市
内
の
会
場

で
、
日
本
と
韓
国
の
司
教
が
約
40
名

参
加
し
、
交
流
研
修
会
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
韓
司
教
交
流
会
は
、
韓
国
と
日

本
で
毎
年
交
互
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
情
報
の
交

換
や
、
抱
え
て
い
る
問
題
を
話
し
合

う
と
同
時
に
、
隣
国
と
し
て
の
司
教

団
の
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。

一
般
信
徒
参
加
の
ミ
サ
も

実
施
予
定

期
間
内
に
は
、
北
一
条
教
会
（
札

幌
カ
テ
ド
ラ
ル
）
で
、
日
韓
司
教
団

の
共
同
司
式
で
、
一
般
信
徒
も
参
加

し
て
の
ミ
サ
が
行
わ
れ
る
方
向
で
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

教区教勢調査の報告 ご協力ありがとうございました。

（2006年１月１日～12月31日）１．小教区内訳

教会名
信 徒 数 異 動

教会名
信 徒 数 異 動

男 女 合計 転入 転出 幼児洗礼 成人洗礼 死者 求道者 男 女 合計 転入 転出 幼児洗礼 成人洗礼 死者 求道者
１ 岩見沢 118 173 291 3 4 1 2 5 2 31 旭川五条 138 217 355 7 3 1 4 2 5
２ 恵庭 50 58 108 1 0 0 4 2 1 32 旭川六条 155 234 389 3 3 4 3 1 2
３ 江別 60 62 122 0 3 0 3 2 0 33 枝幸 15 31 46 0 2 0 0 1 0
４ 大麻 87 141 228 11 9 2 0 2 2 34 大町 165 244 409 2 3 3 5 8 0
５ 北１条 274 375 649 9 7 2 10 6 5 35 神居 62 137 199 0 1 0 1 4 0
６ 北11条 643 1,415 2,058 34 20 2 10 26 15 36 士別 29 35 64 0 0 0 1 0 0
７ 北26条 292 467 759 5 11 0 2 5 0 37 砂川 23 45 68 0 0 0 0 0 7
８ 北広島 176 284 460 5 14 4 1 4 2 38 滝川 44 72 116 3 0 1 2 1 0
９ 倶知安 26 38 64 1 3 0 1 0 0 39 名寄 37 74 111 1 7 0 1 4 1
10 小野幌 211 351 562 2 8 2 1 9 13 40 羽幌 22 42 64 6 0 0 0 0 0
11 新田 66 111 177 2 1 0 1 6 2 41 美唄 36 71 107 0 0 1 1 3 4
12 住ノ江 56 147 203 0 3 0 2 6 3 42 富良野 21 55 76 1 5 2 1 0 5
13 千歳 87 134 221 7 0 0 0 0 0 43 留萌 63 100 163 0 3 0 1 2 3
14 月寒 271 467 738 13 14 7 8 6 14 44 稚内 58 93 151 1 4 0 0 0 2
15 手稲 153 251 404 6 1 2 1 4 6 旭川地区計 868 1,450 2,318 24 31 12 20 26 29
16 富岡 71 151 222 0 0 1 5 1 2 45 厚岸 9 14 23 0 0 0 0 0 2
17 花川 65 108 173 1 1 0 2 0 0 46 池田 13 34 47 0 2 0 0 0 1
18 真駒内 254 360 614 9 8 0 6 2 0 47 帯広 139 189 328 0 3 1 2 4 4
19 円山 356 601 957 22 23 4 7 9 9 48 釧路 226 296 522 0 9 1 4 4 7
20 山鼻 289 463 752 13 11 0 2 9 8 49 新川 49 87 136 5 2 0 0 3 0
札幌地区計 3,605 6,157 9,762 144 141 27 68 104 84 50 中標津 69 104 173 2 0 0 0 3 6
21 江差 2 14 16 1 0 0 0 0 0 51 根室 7 22 29 0 2 0 0 2 1
22 当別 51 72 123 0 5 3 11 5 5 52 柏林台 70 118 188 2 2 2 3 2 3
23 宮前町 276 442 718 0 4 1 4 10 4 53 本別 10 14 24 5 0 0 0 0 0
24 元町 176 271 447 5 6 1 2 5 5 釧路地区計 592 878 1,470 14 20 4 9 18 24
25 八雲 32 56 88 1 2 0 0 0 2 54 苫小牧 262 337 599 3 17 2 2 7 2
26 湯ノ川 269 465 734 2 0 0 2 10 0 55 静内 22 37 59 6 3 0 0 1 2
函館地区計 806 1,320 2,126 9 17 5 19 30 16 56 伊達 74 137 211 4 5 2 2 2 0
27 網走 29 53 82 4 0 1 0 1 1 57 登別 30 48 78 0 0 0 0 1 1
28 遠軽 14 23 37 0 1 0 0 0 0 58 東室蘭 135 221 356 1 3 0 2 2 1
29 北見 72 152 224 3 14 0 2 1 0 59 室蘭 90 162 252 0 2 0 0 2 1
30 紋別 4 14 18 1 0 0 0 0 0 苫小牧地区計 613 942 1,555 14 30 4 6 15 7
北見地区計 119 242 361 8 15 1 2 2 1 合 計 6,603 10,989 17,592 213 254 53 124 195 161

２．人員構成 ３．施設

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
年
も

札
幌
教
区
の
教
勢
調
査
の
数
字
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
数
字
上
で
す
が
、

教
区
の
全
体
像
を
ご
覧
下
さ
い
。

宣教師合計 38 修道女合計 314 施 設 名 設置数 人数 施 設 名 設置数 人数
小教区教会 56 17,592 大学 2 3,048所属団体 邦人 外人 修道会名 邦人 外人
巡回教会 7 上記含む 高校（男子） 2 1,476司教 1 0 巌律シトー会 56 1
教会学校 小学生以下 58 785 高校（女子） 5 1,863教区司祭 24 0 イエスの小さい姉妹の

友愛会 1 1 中学生 42 220 高校（共学） 1 160パリ外国宣教会 0 5 高校生以上 27 128 中学（男子） 2 663
メリノール宣教会 0 7 カルメル会（伊達） 16 0 中学（女子） 3 867
教区助祭 1 0 カルメル会（幕別） 14 0 知的障害児 通園施設 2 9,630 幼稚園 57 5,132
小 計 26 12 マリアの宣教者フラン

シスコ修道会 36 0 知的障害児 更生施設 2 130
修道者合計 55 その他 更生施設 2 11,283 保育園 4 81,950
巌律シトー会 司祭 8 0 殉教者ゲオルギオのフ

ランシスコ修道会 125 6
児童養護施設 1 80 乳児院 1 19
養護老人施設 1 50修道士 19 0
特別養護老人ホーム 3 213 研修所・黙想の家 2 2,706フランシスコ会 司祭 9 13 聖心会 6 1
特別有料老人ホーム 1 21 センター 2 6,788修道士 2 0 シャルトル聖パウロ会 11 0
ケアハウス 1 9マリア会 司祭 2 0 聖ベネディクト女子修

道会 17 0 老人福祉 通所施設 3 8,926
修道士 0 0

４．婚姻ラ・サール会 修道士 0 2 聖心の布教姉妹会 3 0
小 計 40 15 聖パウロ女子修道会 4 0 婚姻件数合計 70 件

修道会修練･志願者･神
学生 4 0 聖マリア在俗会（旧聖母カテキスタ会） 7 0 信徒同士 7 件

信徒と他キリスト教 5 件
教区神学生 2 0 在俗会 聖ヴィアンネ会 9 0 信徒と非キリスト教 30 件

他宗教同士 28 件小 計 6 0 小 計 305 9
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東
京
で
の
日
本
語
研
修
を
終
え
て
、

２
月
に
帰
札
し
た
二
名
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
信
徒
宣
教
者
は
、
本
格
的
な
宣

教
活
動
を
開
始
。

二
名
の
信
徒
宣
教
者
エ
デ
ィ
ッ
サ

さ
ん
と
メ
リ
ン
ダ
さ
ん
は
、
う
ぇ
る

か
む
は
う
す
（
カ
ト
リ
ッ
ク
滞
日
外

国
人
セ
ン
タ
ー
、
担
当
司
祭
＝
マ
イ

レ
ッ
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
神
父
）
を
宣

教
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
北
海
道
内

に
在
住
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
人
々

の
ケ
ア
と
共
生
環
境
づ
く
り
を
中
心

に
行
っ
て
い
く
。

ま
た
今
回
の
活
動
に
際
し
、
メ
リ

ノ
ー
ル
会
（
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ラ
イ
ヤ

管
区
長
）
の
協
力
に
感
謝
し
た
い
。

北
海
道
の
統
計
に
よ
る
と
、
平
成

十
七
年
末
時
点
で
北
海
道
内
の
外
国

人
登
録
者
数
は
一
八
、
七
九
〇
人
で
、

そ
の
中
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
登
録
者

数
は
一
、
〇
一
七
人
で
、
潜
在
す
る

人
数
を
含
め
る
と
さ
ら
に
多
く
な
る
。

順
位
と
し
て
①
中
国
、
②
韓
国
・
朝

鮮
に
次
い
で
三
番
目
に
外
国
人
登
録

者
数
が
多
い
国
と
な
る
。
ま
た
、
都

市
別
の
外
国
人
登
録
者
数
で
は
、
札

幌
市
が
全
体
の
４
５
％
の
八
、
三
八

八
人
、
函
館
市
が
六
九
六
人
、
旭
川

市
が
六
三
〇
人
、
帯
広
市
が
四
七
八

人
、
苫
小
牧
市
が
四
二
四
人
と
な
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
信
徒
宣
教
者

活
動
開
始

高
校
生
フ
ィ
リ
ピ
ン

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

「
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
に
学
ぶ
」

２
０
０
７
年
１
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
の
短
い
期
間
で
し
た
が
参
加
者

に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
で
し
た
。
今
回
は
、

マ
ニ
ラ
近
く
の
ケ
ソ
ン
シ
テ
ィ
ー
に

あ
る
マ
ブ
テ
ィ
ン
パ
ス
ト
ー
ル
小
教

区
へ
の
訪
問
で
す
。
そ
こ
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
中
で
も
貧
し
い
地
区
に
あ

る
教
会
が
、
住
民
信
徒
と
協
力
し
て

様
々
な
問
題
と
ぶ
つ
か
り
な

が
ら
も
、
「
神
の
国
」
の
建

設
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
る
参
加
者
か
ら
の
感
想
を
紹
介

す
る
と
、
『
今
回
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
、「
人
の
あ
た
た
か
さ
」
で
す
。

特
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
族
の

あ
た
た
か
さ
で
、
僕
の
お
世
話
に
な
っ

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
４
人
の
子
供
が
い

ま
し
た
が
、
そ
の
家
族
の
絆
が
と
て

も
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

最
初
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
着
い
て
す

ぐ
に
、
排
気
ガ
ス
や
ゴ
ミ
の
山
の
臭

い
が
す
ご
く
て
、
日
本
に
早
く
帰
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
子
供
達
の

笑
顔
と
目
の
輝
き
は
僕
の
気
持
ち
を

癒
し
て
く
れ
て
、
不
思
議
な
気
持
ち

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

日
々
は
、
早
く
日
本
に
帰
り
た
い
気

持
ち
か
ら
も
う
少
し
こ
こ
で
暮
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
変
化
し
て
い
ま

し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ま
だ
ま
だ
整

備
さ
れ
ず
に
ゴ
ミ
の
山
も
あ
っ
た
け

れ
ど
、
人
々
は
明
る
く
優
し
く
、
あ

た
た
か
か
っ
た
の
が
印
象
的
で
、
英

語
は
話
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
少
し
の
単

語
で
心
は
通
じ
て
い
き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
僕
は
今
ま
で
倶
知
安

教
会
で
同
年
代
の
友
達
が
い
な
か
っ

た
の
で
、
今
回
、
高
校
の
友
人
と
は

違
う
他
の
教
会
の
友
人
が
で
き
た
こ

と
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
上

杉
神
父
様
や
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
の
お

か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験

し
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
無
事
に

日
本
に
帰
っ
て
来
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。』

「
沖
縄
で
平
和
を
考
え
る
」

鳥
居
明
子

こ
れ
ま
で
『
平
和
』
を
テ
ー

マ
に
、
ア
ジ
ア
各
地
を
旅
し
て
き
ま

し
た
が
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
国
の

現
実
、
足
元
を
し
っ
か
り
見
つ
め
る

た
め
に
、
一
度
は
沖
縄
を
訪
ね
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

３
月
２
～
８
日
、
与
那
原
の
ク
ラ

ラ
修
道
院
を
拠
点
に
、
お
母
さ
ん
の

よ
う
に
細
や
か
に
一
人
一
人
を
気
づ

か
っ
て
く
だ
さ
る
シ
ス
タ
ー
た
ち
に

見
守
ら
れ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
平

和
ガ
イ
ド
の
山
田
圭
吾
氏
は
早
朝
か

ら
深
夜
ま
で
、
て
い
ね
い
に
、
楽
し

く
、
時
に
は
交
流
会
の
買
出
し
に
ま

で
走
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
多
く

青
年
沖
縄

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

の
親
切
な
沖
縄
の
方
々
と
の
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。

１
、
沖
縄
戦
の
経
験
を
知
る

沖
縄
中
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
沖
縄

戦
の
爪
あ
と
の
な
い
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
激
戦
地
だ
っ
た
南

部
や
首
里
城
周
辺
、
宜
野
湾
市
の
嘉

数
高
台
は
も
ち
ろ
ん
、
た
く
さ
ん
の

自
然
壕
（
ガ
マ
）
が
残
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
は
懐
中
電
灯
を
手
に

ガ
マ
の
一
つ
を
見
学
し
ま
し
た
。
狭

い
穴
の
中
を
降
り
て
行
く
と
、
奥
の

方
に
軍
人
、
重
症
患
者
の
ベ
ッ
ド
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
便
所
を
示
す
看
板

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
危
険
率
の

高
い
出
入
口
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
住

民
、
そ
し
て
一
番
手
前
が
韓
国
人
慰

安
婦
の
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
途
中
、
懐
中
電
灯
を
消
す
と
、

す
ぐ
隣
の
人
も
見
え
な
い
ほ
ど
の
真
っ

暗
闇
。「
暗
闇
で
ヌ
ル
ヌ
ル
す
る
も
の

が
手
に
触
れ
た
。
よ
く
見
る
と
そ
れ

は
う
じ
虫
。
い
つ
の
間
に
か
隣
に
い

た
人
が
死
に
、
そ
の
体
か
ら
湧
い
て

い
た
」
と
い
う
体
験
を
聞
き
ま
し
た
。

最
後
の
激
戦
地
摩
文
仁
の
丘
で
は
、

砲
撃
や
火
炎
放
射
器
で
陸
地
の
全
て

の
物
が
焼
き
払
わ
れ
、
住
民
た
ち
は

丸
裸
に
な
っ
た
丘
の
上
を
逃
げ
惑
っ

た
そ
う
で
す
。

わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
建
造
物
に
は
四
方
に
爆
弾
で

や
ら
れ
た
穴
や
弾
痕
が
無
数
に
見
ら

れ
ま
し
た
。
今
で
も
不
発
弾
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

２
、
沖
縄
の
基
地
問
題
を
自
分
の
目

で
確
か
め
る

沖
縄
本
島
の
２
割
が
米
軍
基
地
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
の
空
と

海
も
、
米
軍
の
演
習
場
な
の
で
す
。

私
た
ち
の
滞
在
先
、
与
那
原
に
基
地

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
日
に
何
度
も

戦
闘
機
が
爆
音
を
響
か
せ
て
頭
上
を

飛
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
騒
音
で
年
間
１
０
０
時
間
以

上
も
授
業
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
る

そ
う
で
す
。
３
年
前
の
夏
、
こ
の
基

地
に
隣
接
す
る
沖
縄
国
際
大
学
に
米

軍
ヘ
リ
が
墜
落
し
ま
し
た
。
当
時
周

辺
は
米
軍
に
よ
っ
て
立
ち
入
り
禁
止

と
な
り
、
防
毒
マ
ス
ク
を
付
け
た
米

兵
ら
に
よ
っ
て
土
ま
で
入
れ
替
え
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

那
覇
市
を
抜
け
、
島
の
西
側
を
北

上
す
る
と
、
基
地
の
フ
ェ
ン
ス
が
ど
こ

ま
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
基
地
の
中
に

は
緑
の
芝
に
覆
わ
れ
た
住
宅
が
見
え

ま
す
。
日
本
の
思
い
や
り
予
算
で
立

て
ら
れ
た
米
兵
家
族
の
た
め
の
マ
ン
シ
ョ

ン
、
ゴ
ル
フ
場
。
そ
し
て
嘉
手
納
基

地
の
１
つ
４
億
円
の
格
納
庫
は
ざ
っ

と
見
て
も
15
以
上
は
あ
り
ま
し
た
。

気
が
つ
く
と
国
道
の
両
側
に
フ
ェ

ン
ス
が
立
っ
て
い
て
、
基
地
の
中
を

通
り
抜
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
山
田
さ
ん
に
言
わ
れ
て
よ
く
見

る
と
、
フ
ェ
ン
ス
の
上
部
は
有
刺
鉄

線
で
、
私
た
ち
の
方
に
向
か
っ
て
折

れ
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
圧
迫
感
を
感

じ
ま
し
た
。
「
基
地
の
中
に
沖
縄
が

あ
る
」
と
言
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と

な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
問
題
に
揺

れ
る
辺
野
古
も
訪
ね
ま
し
た
。
危
険

で
古
く
な
っ
た
普
天
間
基
地
を
東
海

岸
の
弾
薬
庫
を
持
つ
基
地
の
す
ぐ
横

の
辺
野
古
海
上
に
移
設
す
る
と
い
う

計
画
で
す
。
そ
れ
が
ど
ん
な
リ
ス
ク

を
負
っ
て
い
る
か
、
住
民
た
ち
が
８

年
も
反
対
し
続
け
、
そ
の
内
３
年
近

く
海
岸
で
座
り
込
み
を
続
け
て
い
ま

す
。
浜
へ
出
る
と
監
視
カ
メ
ラ
と
カ

ミ
ソ
リ
の
歯
の
付
い
た
ぐ
る
ぐ
る
巻

き
の
有
刺
鉄
線
が
砂
浜
か
ら
海
へ
向

か
っ
て
張
ら
れ
、
民
間
地
と
基
地
と

を
隔
て
て
い
ま
し
た
。
反
対
運
動
の

リ
ー
ダ
ー
は
優
し
そ
う
な
白
髪
の
老

人
。
今
も
全
国
か
ら
支
援
者
が
集
ま
っ

て
来
て
い
ま
す
。

３
、
沖
縄
の
青
年
と
友
だ
ち
に
な
る

到
着
の
翌
日
、
エ
マ
オ
ユ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｙ
Ｃ
）
で
、
沖
縄
教
区

の
青
年
た
ち
と
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

短
時
間
で
し
た
が
、
互
い
の
自
己
紹

介
、
沖
縄
の
紹
介
、
教
区
と
青
年
会

活
動
の
紹
介
、
ク
イ
ズ
、
そ
し
て
沖

縄
特
産
の
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
を
ご

馳
走
に
な
り
、
青
年
た
ち
は
あ
っ
と

い
う
間
に
互
い
の
距
離
を
縮
め
て
い

き
ま
し
た
。
１
週
間
の
旅
の
最
終
日

に
は
、
ク
ラ
ラ
修
道
院
の
シ
ス
タ
ー

た
ち
が
中
庭
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
準

備
し
て
下
さ
り
、
再
び
た
く
さ
ん
の

Ｅ
Ｙ
Ｃ
の
青
年
た
ち
が
集
ま
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
夜
中
ま
で
別
れ

を
惜
し
み
、
今
度
は
北
海
道
で
会
お

う
！
と
声
を
掛
け
合
い
ま
し
た
。

こ
の
旅
を
通
し
て
、
沖
縄
戦
の
語

り
部
た
ち
や
、
今
を
生
き
る
沖
縄
の

人
々
か
ら
、
印
象
に
残
る
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

教区の青少年活動

＝有刺鉄線のある辺野古の浜辺＝

＝クララ修道院にて＝
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１
０
０
人
集
結

北
26
条
教
会

深
澤

素
英

ま
ず
始
め
に
「N

W
M

」
に
つ
い

て
知
ら
な
い
方
が
多
く
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
こ
の
集
い
の
発
足
に
至

る
ま
で
の
経
緯
と
目
的
を
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

１
９
９
８
年
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協

議
会
の
青
少
年
委
員
会
が
解
散
す
る

に
あ
た
り
、
全
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
青

年
の
為
の
情
報
交
換
や
支
援
の
場
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な

最
中
で
も
青
年
の
全
国
的
な
交
流
や

協
力
が
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の

よ
う
な
現
状
を
受
け
て
、
彼
ら
の
活

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
Ｎ
Ｗ
Ｍ
）

全
国
大
会
が
開
催

カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
生
会

練
成
会
開
催

知
ら
な
い
こ
と
が
余
り
に
も
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。
沖
縄
の
人
々
は
、
沖
縄
戦

以
来
ず
っ
と
、
戦
場
と
隣
り
合
わ
せ

に
暮
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
暮
ら
し

よ
り
軍
事
優
先
。
そ
の
た
め
に
今
も

苦
痛
や
不
安
の
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
人
々
が
い
る
現
実
に
、
無
関
心
だ
っ

た
自
分
を
反
省
し
ま
し
た
。

今
、
参
加
者
た
ち
は
責
任
を
感
じ

は
じ
め
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま

す
。
手
始
め
に
、
帰
っ
て
か
ら
す
で

に
３
回
の
報
告
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

報
告
書
も
準
備
中
で
、
是
非
多
く
の

方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を

ご
支
援
く
だ
さ
る
教
区
の
皆
さ
ま
に

心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

動
を
支
援
し
共
に
歩
ん
で
ゆ
け
る
会

の
必
要
性
を
感
じ
た
数
名
の
有
志
が

集
ま
り
２
０
０
０
年
２
月
五
教
区
の

賛
同
を
得
て
「
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
連

絡
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
２

０
０
３
年
２
月
６
日
に
は
、
「
カ
ト

リ
ッ
ク
青
年
連
絡
協
議
会
」
は
日
本

カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
よ
り
公
認

団
体
と
し
て
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
新
た
な
教
区
か
ら
の
賛
同
も

受
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
連
絡
協

議
会
」
の
目
的
は
、
教
区
の
枠
を
超

え
た
青
年
活
動
に
対
し
て
、
必
要
と

さ
れ
る
支
援
に
応
じ
な
が
ら
、
青
年

活
動
を
促
進
し
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。

そ
の
為
に
、
青
年
達
に
関
わ
り
様
々

な
形
で
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
司
祭
、

修
道
者
、
信
徒
の
皆
さ
ん
と
、
青
年

と
が
一
緒
に
話
し
合
い
、
考
え
、
共

に
歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
形
の

と
等
わ
か
ち
あ
い
、
交
流
し
、
い
ろ

い
ろ
な
地
域
の
青
年
や
活
動
し
て
い

る
青
年
と
出
会
い
情
報
交
換
を
す
る

こ
と
で
す
。

「
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
連
絡
協
議
会
」

は
連
絡
協
議
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て

Ｎ
Ｗ
Ｍ
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
Ｎ
Ｗ

Ｍ
実
行
委
員
会
を
毎
回
立
ち
上
げ
そ

の
メ
ン
バ
ー
に
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

も
加
わ
り
責
任
を
も
っ
て
支
え
ま
す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
連
絡
協
議
会
は
、

そ
こ
で
交
換
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
、
問
題
点
を
、
こ
れ
か
ら
の
カ
ト

リ
ッ
ク
青
年
の
た
め
に
ど
う
生
か
し

て
い
く
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
ま

た
そ
こ
で
生
ま
れ
た
新
し
い
動
き
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。
以

上
が
「
Ｎ
Ｗ
Ｍ
」
の
発
足
に
至
る
ま

で
の
経
緯
と
目
的
の
説
明
で
す
。
私

が
こ
の
「
Ｎ
Ｗ
Ｍ
」
に
参
加
し
た
の

は
今
回
が
二
度
目
で
す
。

こ
の
会
の
存
在
を
知
り
実
際
に
参

加
し
て
み
て
感
じ
た
事
は
、
青
年
自

ら
の
意
思
に
よ
っ
て
会
を
発
足
し
、

さ
ら
に
継
続
し
て
受
け
継
い
で
い
る

と
い
う
青
年
達
の
パ
ワ
ー
と
意
識
で

す
。
会
を
運
営
し
て
い
く
上
で
は
様
々

な
話
し
合
い
や
事
務
作
業
、
ま
た
会

の
運
営
資
金
も
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
負
担
を
負
っ
て
で
も
必
要

と
し
て
、
青
年
達
は
毎
年
一
つ
の
場

所
に
集
結
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で

し
て
で
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
の

会
と
は
一
体
何
な
ん
だ
ろ
う
。
恐
ら

く
、
集
ま
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
情
報
社

会
で
あ
る
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
電
話
で
青
年
同
士
が
自
由
に
連
絡

を
と
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
が
、

お
互
い
の
顔
が
見
え
な
い
中
で
の
や

り
と
り
は
ど
こ
か
頼
り
な
く
、
伝
え

た
い
事
が
本
当
に
伝
わ
っ
て
い
る
か

不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お

互
い
が
面
と
向
か
っ
て
直
接
話
し
合

い
、
ふ
れ
合
い
、
同
じ
体
験
を
通
し

て
共
感
で
き
る
何
か
を
持
つ
事
で
、

人
間
同
士
の
絆
は
深
ま
っ
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
勢
が
集

ま
る
場
に
は
新
し
い
出
会
い
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
出
会
い
が
あ
る
か
ら
こ

そ
今
の
私
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
出

会
い
と
出
会
い
が
い
く
つ
も
重
な
り

多
く
の
人
か
ら
刺
激
を
受
け
る
事
に

よ
っ
て
、
視
野
や
広
が
り
、
考
え
方

が
深
く
な
り
ま
す
。
楽
し
い
事
も
あ

れ
ば
、
悲
し
い
事
も
あ
り
、
気
付
か

さ
れ
る
事
も
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事

も
、
悩
む
事
も
あ
り
ま
す
。
人
が
集

ま
っ
た
場
、
そ
こ
に
は
た
だ
人
々
が

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
る
何
か
大
き
な
恵
み
が
あ

る
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い
う
場
を
青

年
は
求
め
、
ま
た
仲
間
に
も
伝
え
た

い
と
そ
う
感
じ
る
か
ら
、
こ
の
「
Ｎ

Ｗ
Ｍ
」
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
も
こ
の
Ｎ
Ｗ
Ｍ
を
知
っ

た
一
人
の
青
年
と
し
て
、
多
く
の
人
々

に
会
の
存
在
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

恵
み
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
動

き
が
で
き
れ
ば
と
感
じ
ま
す
。

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
話
し
合
い

で
自
由
に
意
見
を
述
べ
、
且
つ
、
交

流
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
場
と
す
る

為
に
、
会
議
と
し
て
の
「
連
絡
協
議

会
」、
そ
し
て
、
交
流
の
場
と
し
て

の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ；

Ｎ
Ｗ
Ｍ
」
の
二
つ
が
こ
の
会
か
ら
発

足
し
ま
し
た
。
こ
の
会
の
目
的
は
、

今
か
か
え
て
い
る
問
題
や
信
仰
の
こ

森
田

健
児
神
父

３
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
、
北
26

条
教
会
に
て
高
校
生
の
練
成
会
が
あ

り
ま
し
た
。
全
道
か
ら
約
20
名
の
高

校
生
が
集
ま
り
、「
み
と
め
合
う
心
―

輝
か
し
い
10
代
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」

を
テ
ー
マ
に
、
分
か
ち
合
い
の
有
意

義
な
４
日
間
を
共
に
過
ご
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
執
行
部
が
計
画
・
運
営

を
進
め
、
上
杉
神
父
、
森
田
神
父
と

二
人
の
神
学
生
、
そ
し
て
こ
の
練
成

会
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
数
人
の
青
年
リ
ー

ダ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
ま
た
26
条
教

会
の
ご
婦
人
方
の
協
力
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
ま
し
た
。
３
泊
４
日
の
う
ち
に
10

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
の
つ
ど

与
え
ら
れ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
を
中
心
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

自
分
に
つ
い
て
、
家
族
や
学
校
に
つ

い
て
、
信
仰
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

か
な
り
濃
密
な
話
合
い
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
こ
こ
で
な
け
れ
ば
学
校
で
も

教
会
で
も
打
ち
明
け
る
機
会
の
な
か

な
か
な
い
こ
と
を
、
本
音
で
話
し
合

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る
と
き
は

話
が
行
き
詰
ま
り
、
倦
怠
感
が
み
な

ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、

次
第
に
他
者
へ
関
心
を
持
つ
こ
と

を
覚
え
、
話
し
合
い
に
協
力
し
て

い
く
こ
と
を
覚
え
、
自
分
の
殻
を

打
ち
破
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
教
え
ら

れ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら

を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
話
は
深
い

レ
ベ
ル
に
進
み
、
お
互
い
の
信
頼

感
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

活
動
が
中
心
と
な
り
や
す
い
若

い
信
者
の
集
ま
り
の
中
で
、
カ
ト

高
の
練
成
会
は
異
色
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
缶
詰
状
態
の
４
日
間

と
い
う
の
は
参
加
者
に
と
っ
て
も

リ
ー
ダ
に
と
っ
て
も
つ
ら
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
寝
不
足
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
で
も
毎

年
同
じ
よ
う
に
続
け
ら
れ
、
参
加

者
が
再
び
や
っ
て
く
る
の
は
、
こ

こ
で
得
る
も
の
が
大
き
く
、
心
を

開
き
あ
う
感
動
の
体
験
が
こ
こ
で

得
ら
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
こ
こ

で
一
生
の
友
達
が
出
来
る
と
い
う

話
も
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
、

心
を
開
い
て
、
若
い
信
仰
者
た
ち

が
対
話
を
す
る
こ
と
の
出
来
る
場

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

３
日
目
の
夜
に
テ
ゼ
風
の
祈
り

の
時
間
を
持
ち
、
最
終
日
に
ミ
サ

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
こ
こ
で
体
験
し
た
こ
と
に
力
を

得
て
、
ま
た
毎
日
の
生
活
に
生
か

し
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
執
行

部
と
高
校
３
年
生
は
力
を
出
し
尽

く
し
て
卒
業
で
す
。
こ
の
難
し
い

時
代
、
と
り
わ
け
信
仰
者
に
と
っ

て
も
生
き
づ
ら
い
時
代
に
、
神
が

彼
ら
の
歩
む
道
の
上
に
力
強
い
助

け
と
祝
福
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
。
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「
月
形
に
こ
の
品
あ
り
」

中
川
セ
ン
タ
ー
長
は
、
「
地
域
の
皆
様
と
関
係
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
オ
プ
ス
を
開
所
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
月
形
町
に
も
名
産
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
月
形

に
来
れ
ば
、
こ
の
納
豆
が
買
え
る
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
『
月
形
に
こ
の
品
あ
り
』
を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い
き
、

地
場
産
業
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
研
究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。」
と
語
っ
て
い
る
。

２
０
０
６
年
度
は
、
教
区
か
ら
専

門
の
相
談
員
２
名
が
派
遣
さ
れ
、
例

年
と
同
様
に
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
支

援
・
ご
協
力
を
頂
き
、
相
談
・
支
援

活
動
を
中
心
に
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。
教
会
関
係
と
他
機
関
か
ら
の
紹

介
者
が
多
く
、
再
度
相
談
に
来
ら
れ

る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
相
談
か
ら
派
生
す
る
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
と
し
て
、
役
所
、
病
院
、

地
域
保
健
セ
ン
タ
ー
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
方
、
Ｍ
Ａ
Ｃ
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
、
み

な
ず
き
会
等
と
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
。
生
活
保
護
費
、
障

害
年
金
の
受
給
、
就
労
支
援
な
ど
教

派
を
超
え
、
小
教
区
を
超
え
、
地
域

社
会
の
人
々
と
共
に
、
生
活
を
支
え

る
実
践
活
動
を
行
い
、
相
談
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
「
と
も
に
安
ら
ぎ
の
時

を
過
ご
す
」
こ
と
の
必
要
性
か
ら
、

「
イ
エ
ズ
ス
様
と
出
会
う
集
い
」「
絵

手
紙
の
集
い
」
は
利
用
者
の
方
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
命
尊
重
運
動
へ
の
協
力

と
し
て
「
エ
ン
ブ
リ
オ
基
金
」
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
集
約
窓
口
と
な
り
、

エ
ン
ブ
リ
オ
基
金
セ
ン
タ
ー
へ
７
、

３
３
０
口
送
金
。

当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
、
地
域
の

中
で
切
実
な
生
活
問
題
を
抱
え
る
方
々

カリタス家庭

支援センター

相談総数849件（548人）
前年度の655件に比べ28％増

対象地域は北海道全域、東京、秋田、
埼玉、鹿児島等広域化

を
支
援
す
る
教
会
の
社
会
福
祉
活
動

と
し
て
今
後
も
続
け
て
い
け
ま
す
よ

う
に
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
・

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

新規相談（人） 16 31 42 32 55 47 44 67 44 62 52 56 548

継続相談 15 29 70 34 27 20 14 26 9 20 19 18 301

相談件数 31 60 112 66 82 67 58 93 53 82 71 74 849

終結 14 27 36 25 59 51 40 60 43 55 48 50 508

次月継続 17 33 76 41 23 16 18 33 10 27 23 24 341

総数（件） 31 60 112 66 82 67 71 93 63 82 71 74 849

カトリック（件） 16 31 58 33 44 26 13 19 12 13 19 21 305

一般（件） 15 29 54 33 38 41 45 74 41 69 52 53 544

雪
の
聖
母
園
（
理
事

長

地
主
敏
夫
司
教
）

は
、
月
形
町
の
閉
校
し

た
小
学
校
の
有
効
活
用

の
た
め
と
、
平
成
十
八

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
障

が
い
者
自
立
支
援
法
の

中
の
「
地
域
生
活
支
援
」

「
就
労
支
援
」
と
い
う

課
題
解
決
の
た
め
、
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
プ

ス
を
平
成
十
八
年
十
月

に
オ
ー
プ
ン
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
雪

の
聖
母
園
利
用
者
の
自

立
訓
練
や
就
労
支
援
の

拠
点
と
な
る
作
業
所
で

あ
る
と
と
も
に
、
月
形

町
の
良
質
な
農
産
物

（
大
豆
）
を
活
用
し
た

食
品
加
工
（
ま
る
ま
る

納
豆
製
造
）
す
る
授
産

「まるまる納豆」が、
おいしいと人気雪の聖母園 就労支援センターオプス開設

活
動
施
設
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。納
豆
作
り
は
、
職
員
も
利
用
者
も

初
め
て
の
こ
と
で
、
大
豆
の
蒸
す
時

間
に
よ
っ
て
硬
軟
が
決
ま
り
食
感
が

違
っ
て
く
る
そ
う
で
あ
る
。
研
究
を

重
ね
て
今
以
上
に
お
い
し
い
納
豆
が

出
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
現
在
、

大
口
配
達
分
で
週
間
２
千
２
百
６
十

食
、
法
人
運
営
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
で
の
販
売
を
加
え
る
と
生
産
が
追

い
つ
か
な
い
状
況
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
後
は
、
週
に
６
０
㎏
の
大
豆
を
３

０
㎏
ず
つ
２
回
に
分
け
て
製
造
を
行

い
、
２
千
４
百
食
分
の
生
産
ラ
イ
ン

を
確
立
す
る
こ
と
が
当
面
の
目
標
と

な
る
。
作
業
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
迄
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
は
昼
休

み
）
で
、
朝
晩
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
３

０
人
の
利
用
者
が
通
い
作
業
を
行
っ

当
会
は
、
２
０
０
３
年

１
月
１
日
に
創
立
さ
れ
、

ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
精
神
を
土
台
に
置
く
、

ろ
う
者
と
聴
者
の
共
同
体

で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
の
地

方
に
お
け
る
ろ
う
教
育
の

向
上
と
、
ろ
う
者
の
地
位

の
高
揚
を
目
指
す
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
＝
９
名

（
ろ
う
者
：
５
名
、
聴
者
：

４
名
）
。
志
願
者
＝
６
名

（
ろ
う
者
：
５
名
、
聴
者
：

１
名
）。
協
力
ス
タ
ッ
フ
＝

４
名
（
ろ
う
者
：
２
名
、

聴
者
：
２
名
）。

具
体
的
活
動

①
地
方
の
ろ
う
者
リ
ー

ダ
ー
の
養
成

②
ろ
う
教
師
の
養
成

③
ろ
う
者
教
師
助
手
の

派
遣

佐藤宝倉神父 フィリピンで活躍�

「アシジの聖フランシスコ・デフ・センター」

て
い
る
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
他
に
も
「
手

す
き
は
が
き
」「
リ
サ
イ
ク
ル
石
鹸
」

「
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」「
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
印
刷
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
８
名
で
、
地

域
実
習
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
の

販
売
も
担
当
し
て
お
り
、
人
員
不
足

の
た
め
現
時
点
で
職
員
を
１
名
募
集

中
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
石

鹸
（
性
能
抜
群
）
の
販
路
拡
大
や
、

シ
ル
ク
印
刷
の
顧
客
獲
得
が
現
在
の

重
点
目
標
と
の
こ
と
で
あ
る
。

教
会
や
学
校
等
で
協
力
可
能
と
お

考
え
の
方
は
、
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

オ
プ
ス
（
中
川
所
長
）
ま
で
連
絡
を
。

電
話(

０
１
２
６)

５
３-

３
３
３
８

E
-m

ail:seib
oen

.opu
s@

m
skn

e
t.ne.jp

④
フ
ィ
リ
ピ
ー
ノ
手
話
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
養
成
・
派
遣

⑤
手
話
通
訳
者
の
養
成
・
派
遣

⑥
聴
者
教
師
の
養
成

⑦
ろ
う
学
校
へ
の
聴
者
教
師
派
遣

２
０
０
２
年
７
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
訪
れ
て
以
来
、
ペ
ド
ロ
・
バ
ウ
テ
ィ

ス
タ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
管
区
の
特

別
司
牧
事
務
局
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
数
回
の
話
し
合
い
の
後
、
２
０
０

２
年
８
月
１
９
日
に
Ｆ
Ｄ
Ｍ
（
フ
ラ

シ
ン
シ
ス
コ
会
ろ
う
者
司
牧
）
の
計

画
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
提
案
は

同
日
管
区
長
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
Ｆ
Ｄ
Ｍ
の
元
に
Ｆ
Ｄ
Ｃ
（
フ

ラ
ン
シ
ス
カ
ン
・
デ
フ
・
セ
ン
タ
ー
＝

ろ
う
者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
す
）
と
、
Ｆ
Ｄ
Ｆ
（
フ
ラ
ン

シ
ス
カ
ン
・
デ
フ･

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
＝
Ｆ
Ｄ
Ｃ
活
動
の
た
め
の
資
金
を

調
達
す
る
機
関
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
ろ
う

者
の
状
況
を
視
察
し
て
回
り
、
ど
の

よ
う
な
内
容
に
す
べ
き
か
検
討
し
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

デフセンターへの支援金は次の口座まで

・旭川信用金庫 札幌支店

普通預金 0171426
口座名 「フ国未就学ろう児援助基金」

代表荒木元治

・ぱ・る・る（郵便局）

19090-39877651
口座名 「フィリピンろう者にろう教育を与え

る会」代表荒木元治
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◇
教

区

５
月
２
８
日（
月
）～
２
９
日（
火
）

教
区
司
祭
月
例
会

（
花
川
マ
リ
ア
院
）

６
月
２
９
日（
木
）

聖
ペ
ト
ロ
聖
パ
ウ
ロ
祝
い（
予
定
）

７
月

２
日（
月
）～

４
日（
水
）

全
道
司
祭
大
会（
予
定
）

◇
札
幌
地
区

５
月

９
日（
水
）

地
区
宣
司
評
事
務
局
会
議

（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ハ
ウ
ス
）

２
６
日（
土
）

要
理
講
座
３

（
月
寒
教
会
）

２
７
日（
日
）

地
区
宣
司
評
第
１
回
評
議
会

（
山
鼻
教
会
）

６
月

６
日（
水
）

地
区
宣
司
評
事
務
局
会
議

（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ハ
ウ
ス
）

２
４
日（
日
）

要
理
講
座
４

（
花
川
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
）

７
月

４
日（
水
）

地
区
宣
司
評
事
務
局
会
議

（
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ハ
ウ
ス
）

２
１
日（
土
）～
２
２
日（
日
）

要
理
講
座
５

（
花
川
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
）

２
２
日（
日
）

地
区
宣
司
評
第
２
回
評
議
会

（
北
十
一
条
教
会
）

◇
函
館
地
区

５
月
１
３
日（
日
）

地
区
宣
司
評
総
会

（
宮
前
町
教
会
）

７
月
２
７
日（
金
）～
２
９
日（
日
）

地
区
合
同
夏
季
学
校

◇
旭
川
地
区

５
月

７
日（
月
）～

８
日（
火
）

巡
礼

（
幕
別
カ
ル
メ
ル
会
・
帯
広
教
会
）

１
６
日（
水
）～
１
７
日（
木
）

旭
川
地
区
司
祭
会
議

２
７
日（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ミ
サ

（
旭
川
５
条
教
会
）

６
月

６
日（
水
）～

７
日（
木
）

旭
川
地
区
司
祭
会
議

２
４
日（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ミ
サ

（
旭
川
５
条
教
会
）

７
月
２
２
日（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ミ
サ

（
旭
川
５
条
教
会
）

２
９
日（
日
）

旭
川
市
内
合
同
ミ
サ

（
旭
川
５
条
教
会
）

◇
苫
小
牧
地
区

５
月
２
０
日（
日
）

苫
小
牧
地
区
連
絡
協
議
会

（
新
富
町
聖
堂
）

◇
北
見
地
区

５
月
１
３
日（
日
）

地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

（
遠
軽
教
会
）

７
月

上
旬

地
区
合
同
野
外
ミ
サ

下
旬

教
会
学
校
夏
季
キ
ャ
ン
プ

Ｙ
Ｌ
Ｓ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖

キ
ャ
ン
プ
場
）

＝教区・各地区の行事予定＝

合
の
位
置
の
示
し
方
。
テ
ー
ブ
ル
に

お
か
れ
た
湯
飲
み
や
食
器
な
ど
の
位

置
を
説
明
す
る
時
。
時
計
の
針
に
な

ぞ
ら
え
て
そ
の
位
置
を
示
す
こ
と
な

ど
を
具
体
的
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

上
杉
神
父
様
の
講
和
は
、
雪
の
聖

母
園
で
経
験
さ
れ
た
こ
と
か
ら
学
ば

れ
た
貴
重
な
体
験
談
で
し
た
。
最
初

の
頃
は
園
生
と
の
付
き
合
い
に
も
戸

惑
っ
た
が
、
慣
れ
る
う
ち
に
彼
ら
と

の
接
し
方
が
分
か
り
、
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
語
ら
れ
た
。

拝
聴
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
心
に
も

な
い
こ
と
を
し
な
い
こ
と
。
単
純
に

な
る
と
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
て
、
お

互
い
に
嘘
が
な
い
こ
と
。
嘘
を
見
抜

く
こ
と
が
得
意
で
あ
り
、
小
ざ
か
し

い
知
恵
で
効
率
よ
く
立
ち
回
る
世
間

の
方
が
む
し
ろ
問
題
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

「
人
の
悪
口
は
伝
わ
ら
な
い
。
ミ

ス
が
目
に
付
い
て
も
原
因
を
探
さ
な

い
。
人
を
攻
め
る
こ
と
が
な
い
。
」

な
ど
、
障
害
の
程
度
が
一
様
で
は
な

い
彼
ら
の
方
が
作
業
が
う
ま
く
行
わ

れ
る
。
神
様
は
誰
も
無
用
の
人
を
置

な
れ
る
よ
。
そ
れ
は
、
一
緒
と
い
う

言
葉
の
説
明
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

―――
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ
は
、
自
分
の
始

め
に
誰
と
一
緒
だ
っ
た
か
？
…
こ
ど

も
達
の
答
え
は
、
マ
マ･

パ
パ･

お
兄

ち
ゃ
ん･

神
さ
ま
。

―――
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ
は
、
赤
ち
ゃ
ん

の
時
に
、
誰
と
一
緒
？
…
憶
え
て
い

な
く
て
も
、
聞
い
た
事
あ
る
で
し
ょ
？
…

こ
ど
も
達
の
答
え
は
、
看
護
婦
さ
ん･

お
医
者
さ
ん･

お
ば
あ
ち
ゃ
ん･

お
じ

い
ち
ゃ
ん
。

―――
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
は
、
そ
の
あ
と
、

「
今
ま
で
に
」
誰
と
一
緒
？
…
小
さ

い
時
に
…
幼
稚
園
の
時
に
…
１
年
生

の
時
か
ら
…
こ
ど
も
達
の
答
え
は
、

家
族･

友
達･

ね
こ･

ハ
ム
ス
タ
ー
・

神
さ
ま
。

―――
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ
は
、
こ
れ
か
ら

も
、
離
れ
て
い
て
も
、
心
の
中
で
誰

と
一
緒
に
居
た
い
？

と
続
い
て
、
１
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

説
明
は
10
分
位
、
黙
想
の
時
間
は
２

カ
ブ
隊･
６
名(

小
２
～
４)

が
、

１
月
５
日
～
７
日(

２
泊
３
日)

に
黙

想
会
。
黙
想
会
の
テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら

も

い
つ
も

一
緒
」
で
す
。

テ
ー
マ
の
説
明
は
、
人
は
一
人
で
は

何
の
力
も
無
く
、
弱
い
も
の
、
で
も
、

糸
と
同
じ
、
力
を
合
わ
せ
る
と
強
く

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
黙
想
会

２
０
０
６
年
度
虹
の
会

（
視
聴
者
と
共
に
歩
む
会
）

研
修
会
が
、
石
狩
市
花
川
マ

リ
ア
院
で
開
催
さ
れ
る
。

十
月
二
一
日
か
ら
二
二
日
に

わ
た
り
、
視
覚
障
が
い
者
９

名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
２

２
名
が
参
加
。

講
師
に
お
迎
え
し
た
の
は
、

月
寒
教
会
主
任
司
祭
の
上
杉

神
父
様
で
、
講
話
の
テ
ー
マ

は
「
小
さ
く
さ
れ
た
も
の

（
ア
ナ
ビ
ー
ム
）
か
ら
学
ぶ

こ
と
」
と
し
て
２
回
行
わ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
あ
た
る
者
と
し
て
貴
重

な
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

一
日
目
午
後

視
覚
障
が
い
者
に

も
誰
が
参
加
し
て
い
る
か
が
分
か
る

よ
う
に
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

次
い
で
ア
イ
マ
ス
ク
の
実
演
を
行
い
、

障
が
い
者
協
議
会
か
ら
の
『
目
の
不

自
由
な
人
を
安
全
に
誘
導
す
る
た
め

に
』
の
資
料
を
配
布
し
、
参
考
に
役

立
て
て
い
ま
す
。
実
演
で
は
視
覚
障

が
い
者
を
街
頭
や
会
議
室
、
部
屋
の

中
で
案
内
す
る
時
の
注
意
す
べ
き
こ

と
（
例
え
ば
、
椅
子
に
腰
掛
け
る
場

い
て
い
な
い
。
私
た
ち
も
多
く
の
人

達
の
中
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

２
回
目
の
講
話
で
は
、
神
学
校
の

モ
デ
ラ
ト
ー
ル
の
時
の
こ
と
な
ど
。

ロ
ー
マ
へ
典
礼
の
勉
強
に
派
遣
さ
れ
、

イ
タ
リ
ア
語
の
猛
勉
強
で
苦
労
さ
れ

た
話
に
は
胸
が
痛
み
ま
し
た
。
東
京

の
神
学
校
へ
の
赴
任
時
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
経
験
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

身
障
者
が
車
椅
子
で
公
園
を
一
周
散

策
す
る
手
伝
い
を
す
る
依
頼
で
す
。

６
ヶ
月
間
誰
も
世
話
を
す
る
人
が
い

な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
社
会
的

弱
者
と
さ
れ
る
方
々
に
気
配
り
す
る

こ
と
の
重
要
さ
な
ど
を
優
し
い
語
り

口
で
話
さ
れ
、
参
加
者
は
感
銘
を
受

け
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
ミ
サ
で
す
。
朗
読
、
共
同
祈

願
も
視
覚
障
が
い
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
派
遣
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た

が
、
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
も
更
に
お

話
を
お
聞
き
し
た
と
参
加
者
の
表
情

は
満
足
気
で
し
た
。

虹
の
会

谷
口

正

虹の会研修会報告

分
間
、
考
え
て
記
入
す
る
時
間
は
15

分
位
、
お
や
つ･

ゲ
ー
ム･

自
由
時
間

を
入
れ
て
、
２
時
間
後
に
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
発
表
と
い
う
形
で
進
み
ま
し
た
。

発
表
は
自
分
が
話
し
た
後
で
、
人
の

話
を
聞
い
て
、
話
し
た
く
な
っ
た
ら

付
け
足
し
て
も
い
い
よ
と
、
穏
や
か

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
的
は
神
さ
ま
を

知
る
こ
と
で
す
。
自
分
の
将
来
は
分

か
ら
な
い
け
ど
神
さ
ま
は
分
か
っ
て

い
る
よ
。
神
さ
ま
は
い
つ
も
一
緒
だ

と
お
話
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅳ
の
中
で
思
っ

た
人
、
「
こ
れ
か
ら
も

い
つ
も

一
緒
に
い
た
い
」
と
思
う
人
に
手
紙

を
書
い
て
、
カ
ブ
ハ
ウ
ス
の
祭
壇
に

置
い
て
、
皆
で
お
祈
り
を
し
ま
し
た
。

祭
壇
に
置
か
れ
た
手
紙
に
は
、
―
―
―

た
く
さ
ん
の
絵
・
大
好
き
な
人
た
ち

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
神
さ
ま
へ
の
質

問
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
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ベ
ト
ナ
ム
の
故
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
グ
ェ
ン･
ヴ
ァ

ン
・
ト
ゥ
ァ
ン
枢
機
卿
が
、
13
余
年
に
わ
た
る

拘
留
、
軟
禁
、
独
房
生
活
の
中
で
の
祈
り
を
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
が

日
本
語
に
翻
訳
し
た
「
５
つ
の
パ
ン
と
２
ひ
き

の
魚
＝
獄
中
か
ら
の
祈
り
＝
」（
女
子
パ
ウ
ロ
会

刊
）
を
、
こ
の
度
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。本
書
は
、
ト
ゥ
ァ
ン
枢
機
卿
が
獄
中
で
書
か

れ
た
祈
り
を
も
と
に
、
そ
の
祈
り
の
背
景
と
な

る
自
ら
の
体
験
を
書
き
加
え
、
そ
の
信
仰
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
主
の
み

旨
に
従
う
こ
と
の
大
切
さ
と
大
変
さ
、
弱
い
私

に
と
っ
て
祈
り
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た

一
冊
で
し
た
。

こ
こ
に
、
本
書
の
中
の
２
番
目
と
４
番
目
の
祈

り
を
紹
介
し
ま
す
。

『
二
つ
目
の
パ
ン
』
の
祈
り

＝
〈
主
〉
と
〈
主
の
仕
事
〉
の
区
別

主
は

限
り
な
い
愛
ゆ
え
に

ご
自
分
に
つ
い
て
く
る
よ
う
に
と
わ
た
し
を
呼

ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た

神
の
子
と
な
り

主
の
弟
子
と
な
る
た
め

わ
た
し
に

使
命
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

人
の
使
命
は

そ
れ
ぞ
れ
で
す
が

共
通
の
目
的
を
も
っ
て
い
ま
す

主
を
証
し
す
る

使
徒
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
す

し
か
し

〈
主
〉
と
〈
主
の
仕
事
〉

こ
の
二
つ
は

よ
く
混
同
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を

経
験
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た

主
は

〈
主
の
仕
事
〉

を
わ
た
し
に
く
だ
さ

い
ま
し
た

貴
い
仕
事

へ
り
く
だ
っ
た
仕
事

大
き
な
仕
事

普
通
の
仕
事

小
教
区
の
司
牧

若
者
の
司
牧

学
校
の
司
牧

芸
術
の
司
牧

家
庭
の
司
牧

青
年
の
司
牧

労

働
者
の
司
牧

マ
ス
コ
ミ
の
司
牧

わ
た
し
は

情
熱
の
す
べ
て
を

自
分
に
で
き
る

す
べ
て
の
こ
と
を

こ
れ
ら
の
仕
事
に

注
ぎ
込
み
ま
し
た

自
分
の
命
を
さ
え

惜
し
み
ま
せ
ん
で
し
た

こ
の
よ
う
に

熱
心
に
働
い
て
い
る
と
自
負
し

て
い
た
と
き

わ
た
し
は

多
く
の
失
敗
を
し
ま
し
た

恩
知
ら
ず
の
人
々
の
た
め

非
協
力
的
な
人
々

の
た
め

友
人
の
誤
解
の
た
め

長
上
の
助
け
が
得
ら
れ

な
い
た
め

病
気
の
た
め

手
段
を
持
た
な
い
た
め
に
・
・
・

わ
た
し
は

人
々
か
ら
絶
賛
さ
れ

憧
れ
ら
れ

成
功
の
頂
点
に

立
っ
て
い
た
時

突
然
に

転
勤
を
命
じ
ら
れ

新
た
な
任
務
に
就
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
わ
た
し
は

闇
の
中
に

突
き
落
と
さ
れ
た
か
の
よ
う
で
し
た

主
よ

ど
う
し
て

わ
た
し
を

お
見
捨
て
に
な
っ
た
の
で
す
か

わ
た
し
は

〈
主
の
仕
事
〉
を

手
放
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん

教
会
建
築
を
終
え
な
け
れ
ば

活
動
を
組
織
化
し
な
け
れ
ば

な
ぜ

人
々
は

〈
主
の
仕
事
〉
を

壊
す
の
で
し
ょ
う
か

す
ば
ら
し
い

〈
主
の
仕
事
〉
を

ど
う
し
て

支
援
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か

し
か
し

祭
壇
の
前
で

ご
聖
体
の
傍
ら
で

主
が

わ
た
し
を
教
え
諭
さ
れ
ま
す

「
わ
た
し
の
〈
仕
事
〉
で
は
な
く

わ
た
し
に
従
い
な
さ
い
」

「
わ
た
し
が
望
む
と
き

わ
た
し
の
〈
仕
事
〉

をわ
た
し
の
手
に
ゆ
だ
ね
な
さ
い
」

誰
を
用
い
る
か

そ
れ
は
主
の
み
旨
で
す

主
が
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

主
の
配
慮
は

わ
た
し
の
配
慮
よ
り
何
万
倍
も

ま
さ
る

た
だ

主
の
み
を
選
び
な
さ
い

（
１
９
８
５
年
ル
ル
ド
の
聖
母
の
記
念
日
に

ハ
ノ
イ
の
独
房
に
て
）

『
四
つ
目
の
パ
ン
』
の
祈
り

＝
聖
体
の
秘
跡
―
わ
た
し
の
唯
一
の
力
―

主
イ
エ
ス

世
の
終
わ
り
ま
で

あ
な
た
は

ミ
サ
を
さ
さ
げ
つ
づ
け
て
お
ら
れ

ま
す
あ
な
た
は

司
祭
の
手
を
と
お
し
て

全
世
界
で
さ
さ
げ
ら
れ
る
ミ
サ
の
中
で

神
秘
に
満
ち
て

そ
こ
に
と
も
に
お
ら
れ
ま
す

わ
た
し
は

典
礼
の
規
則
ど
お
り
に

ミ
サ
を

さ
さ
げ
ま
し
た

否

そ
れ
で
は
足
り
な
い
の
で
す

か
つ
て

主
は

今
日
の
典
礼
規
則
に
従
う
の

で
は
な
く

熱
心
に

心
を
こ
め
て

ミ
サ
を
さ
さ
げ
ら
れ

ま
し
た

受
難
の
と
き

そ
の
心
で

こ
と
に
十
字
架
の

上
で
肉
体
の
痛
み

こ
と
に
心
の
苦
し
み
の
中
で

死
に
至
る
ま
で

御
父
へ
の
愛
と
従
順
を

示
さ
れ
ま
し
た

十
字
架
上
で
の

屈
辱
的
な
死

そ
れ
は

奴
隷
に
与
え
ら
れ
た
刑
罰

主
は
す
べ
て
の
人
に
見
捨
て
ら
れ
御
父
に
尋
ね

ら
れ
ま
し
た
「
わ
が
神

な
ぜ

わ
た
し
を
お

見
捨
て
に
な
っ
た
の
で
す
か
」

わ
た
し
た
ち
も

主
と
同
じ
ミ
サ
を

さ
さ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

いも
し

わ
た
し
た
ち
が

自
分
自
身
を
さ
さ
げ

焼
き
尽
く
す
い
け
に
え
と
し
な
い
な
ら
ば

も
し

わ
た
し
た
ち
の
人
生
が

飢
え
や
渇
き
を
耐
え
忍
ば
な
い
な
ら
ば

辱
め
ら
れ

苦
し
め
ら
れ

頬
を
打
た
れ

茨
の
冠
を
か
ぶ
せ
ら
れ

十
字
架
を
担
わ
さ
れ

鞭
打
た
れ

縛
ら
れ

ひ
ざ
ま
ず
か
さ
れ

釘
打
た
れ

い
の
ち
を
絶
た
れ

他
人
の
墓
に

葬
ら
れ
な
い
な
ら
ば

わ
た
し
は
反
省
し

悔
い
改
め

回
心
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

自
ら
を
変
え

脱
皮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

わ
た
し
は

イ
エ
ス
の
よ
う
に

ミ
サ
を
さ
さ

げ
た
い
か
ら
で
す

も
し

わ
た
し
が

ま
だ
恐
れ
て
い
る
な
ら
ば

主
イ
エ
ス
の
通
ら
れ
た
道
を

避
け
て
い
る
な

ら
ば
ど
ん
な
に
忠
実
に
典
礼
に
従
っ
て
も

ど
ん
な
に
厳
か
に
行
っ
て
も

わ
た
し
は

主
の
心
で

い
け
に
え
を
さ
さ
げ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
（
１
９
７
６
年

ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
の
記
念

日
に
フ
ー
・
カ
ィ
ン
強
制
収
容
所
の
独
房
に

て
）

ト
ゥ
ァ
ン
枢
機
卿
は
、
正
義
と
平
和
評
議
会
議

長
の
在
任
中
に
74
歳
で
帰
天
。
ベ
ト
ナ
ム
を
は

じ
め
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
残
し
た
そ
の

功
績
は
大
き
く
、
帰
天
２
年
後
に
早
く
も
列
福

へ
の
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

札
幌
局
の
電
話
番
号
が
変
更
�

札
幌
教
区
内
に
は
、

札
幌
局

〇
一
一(

七
七
一)

六
七
六

八
函
館
局

〇
一
三
八(

四
一)

四
四

一
一
釧
路
局

〇
一
五
四(

五
一)

三

五
二
二
の
３
局
が
あ
り
ま
す
。

三
月
の
各
局
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、

札
幌
４
７
０
件
、
函
館
２
４
７
件
、

釧
路
１
５
１
件
。
全
体
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
１
千
０
７
７
件
を
含
め

て
１
万
５
千
４
３
１
件
。

３
分
間
の
通
話
料
金
の
み
で
、
毎

日
ペ
ト
ロ
神
父
様
の
違
う
話
が
２
４

時
間
い
つ
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、「
祈
り
の
園
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
携
帯
電
話
用
も
あ
り
ま
す
）
か

ら
も
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
し

て
、
じ
っ
く
り
聞
き
た
い
人
に
は
、

一
ヶ
月
分
を
Ｃ
Ｄ
に
ま
と
め
て
送
っ

て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
（
１
千
円
／
月
、

送
料
込
）
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

「
祈
り
の
園
」
へ
お
問
合
せ
す
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
祈
り
の
園
事
務
所
】

〒227-
0044

横
浜
市
青
葉
区
も

え
ぎ
野
６
‐
９

リ
バ
テ
ィ
ヒ
ル
ズ

一
〇
一

心

へ

の

響

き

ペ
ト
ロ
神
父
「
祈
り
の
園
」

電
話
サ
ー
ビ
ス

http:／／w
w

w
.inori

no
sono.com

T
el／F

ax
045-

974-
0640
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◇
生
い
立
ち
◇

１
９
４
２
年
（
大
正
13
年
）
９
月

４
日
、
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
初
金

曜
日
の
前
日
。
北
１
条
教
会
の
副

司
牧
テ
ィ
モ
テ
オ
・
ル
ッ
ペ
ル
神

父
が
、
病
気
の
信
徒
の
告
悔
を
聞

く
た
め
に
山
鼻
地
区
に
向
か
わ
れ

て
い
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。
雷

が
伴
う
に
わ
か
雨
に
会
わ
れ
、
木

立
の
下
で
雨
宿
り
を
さ
れ
た
と
き
、

落
雷
が
あ
り
、
胸
の
懐
中
時
計
に

感
電
、
ロ
ザ
リ
オ
を
手
に
さ
れ
た

ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
と
い
う
、

実
に
い
た
ま
し
い
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
機
に
初
代
札
幌
教
区
長
ヴ
ェ

ン
セ
ス
ラ
ウ
ス
・
キ
ノ
ル
ド
司
教

は
、
山
鼻
地
区
に
教
会
を
建
設
し

た
い
と
い
う
構
想
実
現
の
た
め
、

幼
き
イ
エ
ズ
ス
の
聖
テ
レ
ジ
ア
の

取
次
ぎ
を
願
い
、
九
日
間
の
祈
り

を
し
、
１
９
３
０
年
（
昭
和
５
年
）

８
月
３
日
、
仮
聖
堂
・
仮
伝
道
館

工
事
が
竣
工
し
献
堂
式
が
も
た
れ

た
の
で
す
。
初
代
主
任
司
祭
は
ウ

ヴ
ァ
ル
ト
・
シ
ェ
ッ
ケ
神
父
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

山
鼻
教
会
は
、
２
０
０
５
年
（
平

成
17
年
）
10
月
１
日
、
当
教
会
の

保
護
の
聖
人
で
あ
る
聖
テ
レ
ジ
ア

の
祝
日
に
地
主
司
教
司
式
で
75
周

年
を
記
念
す
る
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ

た
の
で
し
た
。

◇
司
牧
の
こ
こ
ろ
◇

ウ
ヴ
ァ
ル
ト
・
シ
ェ
ッ
ケ
神
父
か

ら
数
え
て
13
代
目
に
あ
た
る
谷
内

武
雄
神
父
は
、
２
０
０
５
年
４
月

に
北
見
地
区
か
ら
着
任
。
２
０
０

７
年
３
月
21
日
に
司
祭
叙
階
46
年

を
迎
え
ら
れ
、
１
月
27
日
に
は
満

76
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
真
駒
内

教
会
の
主
任
を
兼
務
さ
れ
る
な
ど

司
牧
の
道
を
歩
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

着
任
か
ら
２
年
、
独
特
の
語
り
口

か
ら
訴
え
か
け
て
お
ら
れ
る
こ
と

は
、
『
隣
人
を
寂
し
い
境
遇
、
孤

独
な
状
況
に
お
い
て
は
い
け
な
い
。

そ
の
人
の
中
に
キ
リ
ス
ト
を
み
て
、

今
、
私
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
を
考
え
な
さ
い
。
小
共
同

体
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
時

代
の
組
、
親
の
精
神
に
学
び
な
さ

い
。
不
完
全
な
も
の
を
内
包
し
な

が
ら
も
歩
み
続
け
な
さ
い
。
』
と

い
う
こ
と
だ
と
受
け
取
っ
て
お
り

ま
す
。

◇
山
鼻
の
す
が
た
◇

１
０
０
名
程
の
信
徒
数
で
ス
タ
ー

ト
し
た
山
鼻
教
会
は
、
７
５
０
名

を
超
え
る
規
模
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
５
月
、
そ
れ
ま
で
十

分
に
機
能
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て

い
た
組
織
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
地
区
、
教
区
の
将
来
像
に
対
応

で
き
な
い
と
の
考
え
か
ら
、
幾
多

の
議
論
を
重
ね
次
の
よ
う
に
編
成

替
え
し
ま
し
た
。

＊
主
任
司
祭

＊
運
営
委
員
（
３
名
）

＊
総
務
部
・
典
礼
部
・
福
祉
部
・

財
政
部
・
養
成
部
・
育
成
部
・

施
設
部
・
広
報
部

＊
３
ブ
ロ
ッ
ク

し
か
し
、
一
昨
年
あ
た
り
か
ら
当

初
の
目
的
を
十
分
に
達
成
で
き
て

い
な
い
こ
と
と
、
組
織
が
機
能
し

な
い
弊
害
が
出
て
き
た
た
め
、
見

直
し
を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

見
直
し
を
進
め
る
中
「
こ
う
あ
り

た
い
山
鼻
教
会
の
す
が
た
」
に
つ

い
て
、
信
徒
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ

う
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
か
を
ア

ン
ケ
ー
ト
で
確
認
し
ま
し
た
。
集

め
ら
れ
た
意
見
を
①
霊
的
課
題
②

共
同
体
と
の
関
わ
り
③
高
齢
者
・

病
人
④
開
か
れ
た
教
会
に
分
類
し
、

「
司
牧
の
こ
こ
ろ
」
に
沿
っ
た
組

織
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
模
索
中
で

す
。
◇
こ
こ
ろ
み
◇

札
幌
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
で
は
、

韓
国
か
ら
「
姜
司
教
」
、
菊
地
司

教
を
招
く
な
ど
小
共
同
体
に
つ
い

て
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
一
昨
年

か
ら
山
鼻
教
会
で
は
冬
季
間
を
除

い
て
毎
月
、
数
箇
所
で
「
家
庭
集

会
」
を
、
月
の
第
３
主
日
の
集
会

祭
儀
後
に
そ
の
日
の
福
音
を
分
か

ち
合
う
「
小
さ
な
分
か
ち
合
い
」

の
場
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
決

し
て
多
く
の
方
の
共
感
を
得
て
い

な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
交
わ

り
を
通
し
て
共
同
体
が
形
成
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
信
じ
、
歩
み
な
が

ら
旅
す
る
教
会
員
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

◇
お
知
ら
せ
◇

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
か
ら

８
時
ま
で
、
パ
ウ
ロ
六
世
著
「
福

音
宣
教
」
を
学
ん
で
い
ま
す
。
文

章
の
解
釈
・
学
び
が
中
心
で
す
が
、

楽
し
い
の
は
司
祭
、
信
徒
の
垣
根

を
は
ず
し
た
信
仰
全
般
に
わ
た
る

意
見
交
換
が
あ
る
こ
と
で
す
。
ぜ

ひ
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
運
営
委
員
長

木
村
一
元
）

教会
紹介
�

運営委員会

山
鼻
教
会

■
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
司
祭
■

ニ
コ
ラ
オ
・
プ
レ
ッ
シ
シ
ェ
ル
神
父

二
〇
〇
七
年
一
月
六
日
（
土
）
午
前

十
時
十
八
分
に
肺
炎
の
た
め
帰
天
。

葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
、
北
十
一
条

教
会
で
午
前
十
時
。
ペ
ト
ロ
地
主
敏

夫
司
教
や
中
川
博
道
カ
ル
メ
ル
会
管

区
長
、
湯
沢
民
夫
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

管
区
長
を
始
め
と
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
会
司
祭
、
教
区
司
祭
の
共
同
司
式

で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

戦
後
初
め
て
北
海
道
に
宣
教
に
来
ら

れ
た
司
祭
の
一
人
で
あ
り
、
多
く
の

方
々
を
洗
礼
に
導
き
、
そ
し
て
信
徒

を
司
祭･

修
道
者
へ
と
導
い
た
功
績

は
大
き
い
。

【
略
歴
】

１
９
２
１
年
８
月
５
日

生
ま
れ
る

１
９
５
２
年
７
月
２
７
日

司
祭
叙

階１
９
５
３
年
７
月
２
３
日

来
日

１
９
５
５
年
４
月

来
道

１
９
５
６
年
９
月

名
寄
主
任

１
９
６
０
年
５
月

美
唄
主
任

１
９
６
７
年
９
月

大
町
主
任

１
９
７
３
年
６
月

枝
幸
主
任

１
９
７
８
年
４
月

稚
内
主
任

１
９
８
１
年
４
月

枝
幸
主
任

１
９
８
５
年
５
月

富
良
野
主
任

旭
川
市
内
の
病
院
で
加
療
後
に
月
形

藤
の
園
へ

２
０
０
７
年
１
月
６
日

帰
天

享
年

８
５
歳

■
教
区
司
祭
■

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

浅
沼

正
三
神
父

二
〇
〇
七
年
四
月
二
二
日
（
日
）
午

前
八
時
四
五
分
に
肺
が
ん
に
よ
る
肺

炎
の
た
め
帰
天
。

お
通
夜
、
葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
は
、

カ
テ
ド
ラ
ル
が
工
事
中
の
た
め
、
出

身
教
会
の
北
十
一
条
教
会
に
て
、
地

主

敏
夫
司
教
の
主
司
式
で
、
教
区

内
の
司
祭
団
、
修
道
者
、
信
徒
が
参

列
し
執
り
行
わ
れ
た
。
説
教
の
中
で
、

地
主
司
教
は
、
司
祭
職
六
九
年
の
歴

史
を
語
る
に
は
あ
ま
り
に
も
時
間
が

少
な
く
、
そ
の
職
責
を
偲
ん
で
い
た
。

【
略
歴
】

１
９
１
４
年
３
月
１
３
日

福
島
県
で
生
ま
れ
る

１
９
３
８
年
３
月
２
１
日

司
祭
叙
階
、
小
樽
富
岡
教
会
助
任

１
９
３
９
年
～
７
６
年

倶
知
安
教
会
、
旭
川
教
会
、
稚
内
教

会
、
北
見
教
会
、
山
鼻
教
会
、
富
岡

教
会
、
北
１
条
教
会
主
任
、
聖
園
幼

稚
園
長
を
歴
任

１
９
７
７
年
～
９
８
年

真
駒
内
教
会
主
任
、
真
駒
内
聖
母
幼

稚
園
長

１
９
９
８
年
～

真
駒
内
教
会
協
力
司
祭

２
０
０
６
年
１
月
１
２
日

新
札
幌
パ
ウ
ロ
病
院
で
病
気
加
療
の

た
め
入
院

２
０
０
６
年
４
月
２
１
日

月
形
藤
の
園
へ
入
所

２
０
０
６
年
４
月
２
２
日

帰
天

享
年
９
３
歳

司
祭
生
活

６
９
年

■
聖
マ
リ
ア
在
俗
会
（
旧
聖
母
カ
テ

キ
ス
タ
会
）
■

マ
リ
ア
・
テ
ク
ラ

南

幸
子

姉
妹

二
〇
〇
七
年
二
月
十
八
日
（
日
）
午

後
二
時
三
六
分
に
、
気
管
拡
張
症
急

性
呼
吸
不
全
の
た
め
国
立
札
幌
が
ん

セ
ン
タ
ー
に
て
帰
天
。

所
属
す
る
月
寒
教
会
で
、
上
杉
神
父

の
司
式
で
、
聖
堂
溢
れ
る
多
く
の
方
々

が
参
列
し
、
二
〇
日
に
お
通
夜
、
二

一
日
に
葬
儀
ミ
サ
・
告
別
式
が
執
り

行
わ
れ
、
別
れ
を
偲
び
ま
し
た
。
南

先
生
は
、
長
年
、
岩
見
沢
カ
ト
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
携
わ
り
、
未

信
者
の
方
々
と
も
多
く
接
し
、
イ
エ

ス
の
心
を
伝
え
続
け
た
。
そ
し
て
セ

ン
タ
ー
閉
所
後
も
、
教
会
学
校
や
各

委
員
会
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
入
院

す
る
前
日
ま
で
宣
教
活
動
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

訃

報


